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1. はじめに 

高張力鋼板を用いたポストテンション補強工法は，原理的には橋桁の死荷重応力と活荷重応力の両方を低

減することが可能な方法である 1) , 2)．本研究では，補強鋼板へのポストテンションの導入，補強桁への活荷

重載荷，および疲労試験を行い，鋼板を用いたポストテンション補強工法の補強効果について検討した． 

 

2. 実験方法 

本研究で用いる橋桁試験体の形状・寸法を図-1 に示す．被補強桁は SS400(σy=338MPa)の H 形鋼，上フラ

ンジの座屈防止用補強板はSM490(σy=425MPa)，下フランジ側のポストテンション補強板は SM570   (σ

y=545MPa)を用いている．スパン中央部の被補強桁下フランジとポストテンション補強板との間にせん断力

伝達のためにシムプレ－トを挿入し接着剤(2 液性：エポキシ樹脂＋ポリチオ－ル，硬化時間：40 分，実用強

度到達時間：3 時間)で固定した．今回，ポストテンションの導入には 300kN の油圧ジャッキを 2 本使用した．

被補強桁と補強板の最大応力がともに静的許容応力程度(140MPa，260MPa)になるように，また桁の応力範囲

が垂直補剛材取付部(E 等級)の疲労限である 62MPa 程度になるようにポストテンション荷重 120kN，死荷重

157kN，活荷重 78kN に設定した． 

 

3. 実験結果 

図-2 にポストテンション導入から活荷重載荷までの，被補強桁下フランジと補強板表面の応力変化を示す．

ポストテンションを導入すると補強板には引張応力が生じ，それに対応して被補強桁には圧縮応力が生じて

いる．その後の活荷重載荷では補強板が合成作用を果していることがよくわかる．図-3 と図-4 にそれぞれポ

ストテンション導入時と活荷重載荷時の応力変化を示す．図-4 の計算値は，桁のみ，合成断面の 2 ケ－スを

仮定している．それらに対応する応力分布図を図-5 に示す．図-3～5 からポストテンションによる死荷重応

力低減，および合成作用による活荷重応力低減に関して十分な効果があることが確認された． 

図-6 に疲労試験中の被補強桁下フランジと補強板表面の応力変化を示す．それぞれの応力にはほとんど変

化は見られず，ポストテンション補強工法の疲労耐久性が確認できた． 
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寸法の単位：mm

1-PL 180×25×2800 (SM 490)

1-H 200×200×8×3200 (SS400 )

1-PL 200 ×9×2085 (SM 570)
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図-1 試験体の形状・寸法と載荷位置 

図－5 桁中央断面の応力分布 

図－6 疲労試験中の応力変化 図－4 活荷重載荷時の応力変化 

図－3 ポストテンション導入時の応力変化 図－2 ポストテンション導入から載荷までの応力変化 
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